
　令和元年度　地域力向上事業　事後評価

【助成事業】 （単位：円）

実施

状況
東区ら
しさ

達成度
支援の
必要性

費用対
効果

1

浜松東ノルディック・ウォーク普
及推進事業
"ノルディック・ウォークで健康
力アップと東区健康寿命の延伸 "

浜松東ノルディック・
ウォーク普及推進実行
委員会

終了 Ｂ Ａ Ｂ Ａ 76,000

2 地域の力でフードシェア事業
NPO法人サステナブル
ネット

終了 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 348,000

3 東区キンボールスポーツ大会
東区スポーツがんばる
会

終了 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ 39,000

4 大好き 笠井文化祭
「大好き 笠井文化
祭」実行委員会

終了 Ａ Ｂ Ｂ Ａ 75,000

5
浜松市文化遺産屋台分解・組立技
法継承地域振興事業

天王町東自治会屋台保
存会

終了 Ａ Ａ Ｂ Ｂ 136,000

6

7 0

8 0

9 0

合計 674,000

市執行額
（補助金額）

団体名
評価

№ 事業名

地域力向上事業の評価基準について

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価 Ａ　高い Ｂ　普通 Ｃ　低い

判断
基準

評価項目 評価及び判断基準

東区らしさ
・事業の実施にあたり、各区固有の人材、資源などを活かせたか。
より発展、強化させることに繋がったか。

事業目的の達成度

・提案時点で掲げた目的をどの程度達成したか。

費用対効果

・市が補助金を支出して支援を行う必要性（財政面で市の支援を必
要とする事業であるかどうか）

・事業実施により得られた効果と、かかる経費のバランスは適切
か。

財政支援の必要性



＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

高い

本事業は、

・市の「健康はままつ21」の目標の一つである「健康寿命の延伸」の実現のために、健康的な軽スポーツであるノル
ディック・ウォークの普及を通じて区民の健康力アップに貢献している。
・ノルディック・ウォーク体験会や相談等を継続的に実施することで、交流の輪や新たなコミュニケーションの場が広が
るなど、地域コミュニティづくりに貢献している。
・地域の文化・歴史を探訪するノルディック・ウォーキング大会の企画・開催は、単に健康力アップのためにだけでなく、
地域の文化や歴史に触れる機会の提供に繋がっており、文化振興に資する事業である。

意見等

普通

普通

評　価

A

助成事業　№１

低い

B C

総事業費（円）

　事　業　名
浜松東ノルディック・ウォーク普及推進事業
"ノルディック・ウォークで健康力アップと東区健康寿命の延伸 "

　４）　費用対効果

普通

普通

低い　１）　東区らしさ

１　実績
　（１）各種団体、サロン、同好会などを対象としたﾉルディック・ウォーク体験会の開催
　　　　・開催回数：72回
　　　　・参加者計：596人

　（２）小人数グループ対象のノルディック・ウォークミニ体験会
　　　　・開催回数：25回
　　　　・参加者計：374人

　（３）東区内の文化・歴史を巡るノルディック・ウォーキング大会の開催
　　　①1回目：長上地区
　　　　・開催日：令和元年11月24日（日）
　　　　・参加者数：106人
　　　②2回目：和田地区
　　　　・令和2年3月1日（日）に和田地区にて開催予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大防止
　　　　  のため中止。

２　事業の成果
　　・本活動を継続していることで、地域の中で健康づくりの中心的な役割を担える人材が育成でき、
　　　また、新しいコミュニケーションの場の広がりに繋がった。

・健康はままつ21の目標である健康寿命の延伸を図るために、健康的な軽スポーツであるノルディッ
ク・ウォークの普及を通じて区民の健康づくりを推進する。
・地域の中で、健康づくりの中心的な役割を担える人材を育成する。
・ノルディック・ウォーク愛好家による活動等を通じ、新しいコミュニケーションづくりを図る。

低い

項　目

低い

ランク

高い

実施団体名 浜松東ノルディック・ウォーク普及推進実行委員会

306,752 補助金額（円） 76,000

事業の目的

事業の成果

（内容）

高い

　２）　事業目的の達成度

　３）　財政支援の必要性

高い

1



＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

総事業費（円）

実施団体名 NPO法人サステナブルネット

助成事業　№２

697,316

事業の目的

事業の成果

（内容）

１　実績
　　新聞専売所と協働で地域の食品ロスを回収し、子ども食堂の食材に利用したり、配布会にて配布
　　した。市民等からは全49件の食品の提供を受けた。

　（１）食品ロス回収チラシ　10,000枚／1回　を5回作成し、新聞折り込みとして配布

　（２）フードシェア
　　・配布会開催数：全40回
　　・配布した人数：790人

　（３）子ども食堂
　　・食堂開催回数：全42回
　　・利用した人数：698人

２　事業の成果
　　・新型コロナウイルス感染拡大の影響で、子ども食堂が一部開催できなかったが、食品は地域の
　　　企業や市民から広く回収でき、それを必要とする多くの子育て家庭等に食品を提供することが
　　　できた。

　事　業　名

C

　２）　事業目的の達成度 低い

B

普通 低い

普通

　１）　東区らしさ

地域の力でフードシェア事業

普通 低い

348,000

・東区の新聞専売所と協働で地域の食品ロスを回収し、それを子ども食堂や配布会の場で地域のひと
り親家庭や子育て家庭に還元する、全国でも初めての事業を展開し、地域の子どもを東区全体で支え
る仕組みを構築する。

意見等

　４）　費用対効果

評　価

項　目

　３）　財政支援の必要性

本事業は、

・食品ロスの有効的活用と子どもの支援を同時に行う新しい仕組みとなっている。
・支援が必要な子育て家庭やひとり親家庭の子どもたちを対象にした活動を通じて、地域全体で、子どもの生活環境
の向上や安心安全な地域づくりに貢献している。

高い

ランク

A

高い

高い

補助金額（円）

高い 普通 低い
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＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

実施団体名 東区スポーツがんばる会

低い

助成事業　№３

　事　業　名

B

99,347

東区キンボールスポーツ大会

CA

低い

低い

総事業費（円）

事業の目的
・キンボールスポーツを通じて、地域相互の親睦を図るとともに、運動不足を解消させ健全で充実した
市民生活に資する。

事業の成果

（内容）

１　実績
　（１）キンボールスポーツ教室の実施
　　　・開催回数：8月31日（土）～2月22日（土）までに11回開催　※うち5回は審判講習会も開催
　　　・開催場所：東区内小学校体育館、協働センター附設体育館
　　　・参加者数：延べ171人

　（２）東区キンボールスポーツ大会
　　　・令和2年3月8日（日）に東区キンボールスポーツ大会を長上協働センターにて開催予定であった
　　　　が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

２　事業の成果
　　・回数を重ねるごとに、年代を越えた交流や親睦の輪が広がった。
　　・12月の教室からは、新たな団体が参加するなどキンボールの普及を感じたため、この盛り上がり
　　　を低下させることなく、今後も継続する。

ランク

意見等

評　価

項　目

　３）　財政支援の必要性 高い 普通

補助金額（円） 39,000

普通

　１）　東区らしさ 高い 普通

　２）　事業目的の達成度 高い

本事業は、

・キンボールスポーツを通じて、スタッフと参加者、年代を超えた親睦の輪の拡がりや、運動不足の解消に繋げるな
ど、コミュニティづくり並びに健康力アップに貢献している。
・「キンボール」という幅広い年代で気軽に参加し楽しむことができるスポーツを取り上げることで、スポーツ人口の拡
大などスポーツ振興に貢献している。

　４）　費用対効果 高い 普通 低い
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＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

助成事業　№４

151,893 補助金額（円） 75,000

事業の目的
・笠井、豊西地区の活性化と郷土愛を育み、こどもから大人まで、笑顔で仲良く暮らせるまちづくりを目
指す。
・あわせて、歴史的文化に基づいた笠井町を掘り起こす。

事業の成果

（内容）

１　実績
　「大好き 笠井文化祭」の開催
　　・開催日時：令和元年11月3日（日）　午前10時～午後4時
　　・開催場所：東区笠井町（笠井観音福来寺境内ほか）
　　・来場者数：約1,000人
　　・内　容　　：①特設ステージ：地域の団体や地元小学生による音楽披露 等
　　　　　　　　　 ②だるま会館　　：俳句、絵手紙、書道、写真等の展示
　　　　　　　　　 ③住吉会館　　　：昔遊び体験（折り紙、けん玉、輪飾り 等）
　　　　　　　　　 ④各種飲食物の出店

２　事業の成果
　　・幅広い年代の方がステージ発表や体験をしに来場し多くの交流が図られ、目的の一つである、
　　　"笑顔"をたくさん見ることができた。

本事業は、

・地域全体での取組みで、老若男女問わず幅広い人たちが楽しめるイベントであり、その中で交流が図られ、地域のコ
ミュニティの輪が広がっている。
・単に催し物を行うだけのイベントでなく、俳句といった笠井地区の歴史に触れる機会を提供するなど、地域の文化、
生涯学習の振興に貢献している。

項　目
ランク

A B

低い

低い

普通 低い高い

意見等

評　価

高い

　４）　費用対効果

大好き 笠井文化祭

低い

　１）　東区らしさ

普通

高い 普通

総事業費（円）

C

　２）　事業目的の達成度

実施団体名

　事　業　名

高い

「大好き 笠井文化祭」実行委員会

　３）　財政支援の必要性 普通
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＜　令和元年度　＞ （　東区　区振興課　）

普通 低い

　１）　東区らしさ

　３）　財政支援の必要性

低い

意見等

本事業は、

・地域の貴重な財産である「天王町東自治会の屋台」の解体、組立てをイベントとした地域挙げての取組みで、地域住
民に交流の場を提供するなど、地域コミュニティづくりに貢献している。
・屋台の解体、組立ての伝統を記録するとともに、地域遺産の存在を周知し、屋台を地域の宝として使い続ける意識を
醸成するなど、文化振興に資する事業である。

高い　４）　費用対効果

事業の成果

（内容）

１　実績
　　・実 施 日：10月14日（月・祝）…解体作業
　　  　　　 　　　11月 4日（月・祝）…組立作業
　　・会　 　場：けんこう広場（東区天王町）
　　・参加者数：延べ250人
　　・内　 容：・屋台の解体・組み立てイベントの実施
　　　　　　　　・作業記録の撮影
　　　　　　　　・参加者の交流

２　事業の成果
　　・屋台の解体・組立ての技術を後世に伝えるための映像化ができた。また、事業を通じて、地域
　　 住民 の交流が図られた。

136,000総事業費（円）

評　価

項　目
ランク

A B C

　事　業　名 浜松市文化遺産屋台分解・組立技法継承地域振興事業

事業の目的
・地域遺産に認定された「天王町東自治会の屋台」について、地域の古老が伝える祭典時の組み立
て、終了後の解体保管していた伝統を記録し、後世に伝え、地域住民に屋台の歴史を感じてもらう機
会を提供する。

実施団体名 天王町東自治会屋台保存会

低い

400,800 補助金額（円）

　２）　事業目的の達成度 高い

高い 普通

助成事業　№５

普通

高い 普通 低い
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